
協同組合ネット北海道
IYC2025記念講演会

　講演で工藤氏は、自身の豊富な海外取材経験に基づ
き、スペインにおける多様な協同組合の事例を紹介し
ました。中でも特に参加者の注目を集めたのは、中学
２年生が主体となって運営する労働者協同組合の事例
です。理事長を担う生徒は、「協同組合活動の経験は、
協同することの大切さをみんなの心に刻むものです。
誰もが自分の考えを提供できて周りがそれを尊重する
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講師：工藤律子氏（ジャーナリスト）講師：工藤律子氏（ジャーナリスト）
形式：ハイブリッド開催形式：ハイブリッド開催
　　　（会場参加：72名・WEB参加：171名）　　　（会場参加：72名・WEB参加：171名）

ことが重要です」と力強く語ったといいます。この言
葉は、協同組合の原点ともいえる理念を改めて示すも
のでした。
　また、講演ではスペインの労働者協同組合の事例か
ら、地域の課題解決のために自治体が積極的に「社会
的連帯経済」を支援している実情も報告されました。
　特にカタルーニャ自治州では、その成り立ちから住
民自治や教育を重視する文化が根付いており、協同組
合の実践を支える土壌となっているとのことです。
　参加者からは、これらの事例を通じて、「自分のや
りたいことを実現することが、結果として他者や地域
への貢献につながる」という「新しい働き方」の可能
性や、児童生徒協同組合の活動が子どもたちの自己実
現や共感力を高める上で大きな教育的効果を持つこと
が感じられたとの声が聞かれました。
　講演の最後に、工藤氏は「次世代の経済『社会的連
帯経済』をひろめ、『お金』よりも『愛』が大切と言
える社会を」という熱いメッセージを投げかけました。
　今回の講演会は、私たち協同組合組織にとって多く
の『学び』があり、自らの活動の意義や今後の可能性
を再確認する大変有意義な時間となりました。

～スペインの事例から～スペインの事例から
　協同組合の新たな可能性を探る～　協同組合の新たな可能性を探る～
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　2025年６月21日㈯、「協同組合ネット北海道」が主催
した10団体が連携し企画し、就活のイメージを覆す「北
海道協同組合就活サミット2025」が北農ビル19階会議
室にて開催いたしました。会場には昨年の倍以上、約
100名もの大学生が集結！堅苦しい説明会ではなく、楽
しみながら「協同組合」のリアルな姿に触れられる就活
生にとって特別な一日を提供する事ができました。

未来の担い手へ協同組合の魅力を発信！

「北海道協同組合就活サミット2025」「北海道協同組合就活サミット2025」
開催開催

参加した学生たちの声
（参加者アンケートから）

イベント全体の雰囲気や運営について
⃝�「就活セミナーはかっちりとしたものが多い印象
でしたが、本日終始和気あいあいとした雰囲気で
親しみやすさがありました。」
⃝�「職員の方々がみなさん明るく印象が良かった。」
⃝�「採用担当の方々も皆さんとてもフレンドリーで
あたたかく、本当に素敵な雰囲気でした。」
⃝�「リラックスしながら、しっかり内容に集中して
参加できる環境が非常に印象的でした。」
⃝�「就職活動を始めたばかりで、対面で企業の説明
会に行くことに不安な気持ちがありましたが、と
ても楽しくたくさんのお話を聞くことができまし
た。」

企画・プログラム内容について
⃝�「アイスブレイクや景品のあるクイズ・借り物競
走、トークショーなど、さまざまな工夫が凝らさ
れたプログラムで楽しみながら協同組合について
知ることができました。」

⃝�「座学のような形でなく、ゲームを交えつつ企業
説明を小出しで聞けたので、集中しつつ理解が深
まった」
⃝�「グループで協力して問題を解きながら、協同組
合について理解することができ、有意義な時間を
過ごすことができた」
⃝�「自分で好きな企業の話を聞きに行くのではなく、
全ての企業の話を聞けるのがとても面白かった」

業界理解の深化について
⃝�「今まで知らなかった企業さんのことを知ること
ができたから。」
⃝�「よく知らなかった業界の詳しい仕事内容、やり
がいなどをお聞きすることができ、とても視野が
広がりました。」
⃝�「１日で 10団体もの話を聞くことができ、非常に
ためになった」
⃝�「元々よく分からなかった企業にも魅力を感じ、
説明会やインターンに参加したいと思った。」
⃝�「このセミナーを通してさらに詳しく気になった
団体のインターシップなどに参加する意欲が湧き
ました。」

各団体の採用担当事務局メンバー集合写真各団体の採用担当事務局メンバー集合写真

に、学生たちは相談しながら挑戦。正解が発表されるたび
に「おーっ！」という歓声が響き渡り、会場のボルテージ
は最高潮に。

　イベントの目玉は、参加10団体が知恵を絞った体験型
プログラム。学生たちはグループ対抗のクイズ大会に挑

みました。「ホタテ漁
船っていくらするの？」
「最高金賞の『ゆめぴ
りか』を作った JAは
どこ？」——農業、漁
業、林業、そして暮ら
しの分野まで、次々と
飛び出す奥深いクイズ

★�クイズで発見！「そんなことまで！？」
　協同組合の仕事の幅広さ

　特に会場が一体となったのが「協同組合借り物競争」。
お題のアイテムを持つ団体ブースに、学生たちが全力疾
走！あるチームのお題は、JA北海道中央会が国に届けた
ばかりの「政策要請書」。リアルな仕事道具に触れることで、
学生たちの知的好奇
心はフル回転。遊び
ながら学ぶうちに、
協同組合がぐっと身
近な存在になったは
ずです。

★�走って、探して、理解する！白熱の「借り物競争」

　最後の企画は各採用担当者のその人柄や考え方知る！！
例えば、『ぶっちゃけ今の就職先は第１志望？』、『何故
今の団体に入社したのか？』、『社会人ってぶっちゃけ楽
しい？』や、思い出の出来事などについて深堀するトーク

ショー！参加した
学生に採用担当者
の人柄や考え方、
入社してからの考
えなど、その団体
が採用担当者の考
えや想いでわかる
トークショーでし
た！

★�とても気になる
　「採用担当者のトークショー」



日時：2025年６月29日㈰　場所：むらかみ牧場（恵庭市）　
参加人数：51名
主催：�北海道生協連・ひとり親とこどもふぉーらむ北海道・

㈱ FUJI
協力：ほっかいどう若者応援★学生プロジェクト

ほっかいどう若者応援★学生プロジェクト
北星学園大学�社会福祉学部�社会福祉学科 １年

 韮山 璃海
　当日は、30度を超える真夏日にも関わらず、子どもた
ちの笑顔と熱気に包まれた一日となりました。参加は親
子20組（41名）と事務局のサポートとして学生プロジェ
クトから６名が参加し、私にとっても、牧場を訪れるの
は初めてで、すべてが新鮮で貴重な体験となりました。

子どもたちの目が輝いた酪農体験子どもたちの目が輝いた酪農体験

協力して作ったバターは最高の味！協力して作ったバターは最高の味！

　バター作り体験バター作り体験では、親子で力を合わせ、ペットボトル
に入った生クリームを一生懸命に振る姿があちこちで見ら
れました。完成したばかりのバターをクラッカーに乗せて

酪農の「今」を知る酪農の「今」を知る
貴重な学び貴重な学び

　メインイベントの
乳しぼり体験では、
大きな牛を前に最初
は驚いていた子ども
たちも、酪農家の方
に教えてもらいなが
ら興味津々に挑戦し
ていました。私も初

めての体験でしたが、事前に教わった手順をイメージしな
がら挑戦。牛の温かさや、乳を絞る際の独特な感触を肌
で感じることができました。
　子牛へのエサやりでは、
子どもたちが差し出したエ
サを子牛が直接手から食
べてくれると、「かわいい！」
「食べてくれた！」と大喜び。
その嬉しそうな表情がとて
も印象的でした。

　体験の合間には、酪農
家の方から日本の酪農の
現状についてお話を伺い
ました。近年、北海道で
は生乳の廃棄や離農が相
次いでいること、政府の
補助制度が牛の頭数減少
に繋がり、酪農の将来に
不安が広がっているという現実に胸が締め付けられる思い
でした。また、外国人労働者の受け入れが進む一方で、共
生や労働環境の改善が課題となっているというお話は、酪
農を取り巻く状況の複雑さを教えてくれました。
　猛暑の中ではありましたが、参加者全員が体調を崩すこ
となく、無事に活動を終えられました。子どもたちのたく
さんの笑顔や、何事にも興味を持って挑戦する姿に触れる
ことができ、私にとって学び多く、心温まる一日となりま
した。このイベントが、子どもたちにとって牧場や酪農に
ついて知る良いきっかけになったなら嬉しいです。

「牧場の恵みを体験！
　親子で酪農チャレンジ   恵庭」in

第２弾 体験格差の解消企画

参加された方の声参加された方の声
◉動物との触れ合いは機会があって
も、なかなか乳搾りを体験する機会
は無いので、貴重な機会でした！さぁ
やってみましょう?と、ただ体験す
るだけでなく、酪農事業の大変さなど
具体的なお話が聞けた事で息子も、給
食でいただく牛乳や、日々の食事に感
謝の想いが深まったと話しておりまし
た。
◉動物に触れ合う機会が全くないの
で、娘も大喜びでした。乳搾りも意外
と上手に搾っていてびっくりでした。
バターは大変だけど、お友達が頑張っ
ている姿を見て、母が代わってやって
いても、娘から、もう少し頑張る!貸

して!と触発されており、ほぼ最後ま
で自分の力で作ったバターをオムライ
スにもかけて、美味しい!と綺麗に食
べて大満足だったようです。とても楽
しい時間をありがとうございました!
また、仲良くなった友だちのお母さん
と連絡先を交換し、今後も交流を深め
ていけそうです。なかなか、ひとり親
と知った上で仲良くなる機会がないの
で、是非また参加し、色々な親子と仲
良くなれたら嬉しいなと思いました。
ありがとうございました!
◉乳搾りをはじめてしましたが、母も
息子もとても貴重な体験となりまし
た。

◉親子ともに初めての乳搾りでした！
貴重な体験をありがとうございまし
た。そしていたるところに猫達がいて、
猫を愛でるのも楽しかったです！
◉一生に一度あるかないかの牛さん
の乳搾りを親子で参加でき、とても貴
重な体験をありがとうございました。
親子共々動物好きで、より一層動物が
大好きになりました。現地でスムーズ
に進行していけたのは同行して頂いた
スタッフの皆さんのおかげです。暑
い中ありがとうございました。子供に
とって生き物の大切さを知ることが出
来る体験なので、是非、今後も続けて
欲しいです。

な達成感とともに、私自
身も温かい気持ちになり
ました。

美味しそうに頬張る子どもたちの笑顔を見た時には、大き

活動報告



日時：2025 年７月 21日（月祝）14：00 ～ 16：30
場所：ホクレンくるるの杜（北広島市）　参加人数：37 名
主催：�北海道生協連・ひとり親とこどもふぉーらむ北海道・

㈱ FUJI
協力：ほっかいどう若者応援★学生プロジェクト

ほっかいどう若者応援★学生プロジェクト
小樽商科大学 商学部経済学科

  東　陽菜

第３弾 体験格差の解消企画

参加された方の声参加された方の声
◉暑い中、スタッフの皆様ありがとうございました。車が
ないと行きにくい場所で収穫体験ができ、良い企画でした。
◉バス送迎のおかげで移動が楽でした。収穫体験もアイ
ス作りも親子で楽しめ、遠出の機会がない私たちにとって
貴重なイベントでした。娘も大変喜んでおり、良い思い出
になりました。
◉スタッフの皆様の温かいご対応のおかげで、終始楽し
く過ごせました。ありがとうございました。
◉素晴らしいイベントをありがとうございました！
◉車がなく、普段なかなか外出できない私たち親子にとっ
て、このイベントはかけがえのない思い出となりました。
ありがとうございました。
◉注意事項を参考に親子で協力し、アイス作りを体験しま
した。途中で疲れ、他の親子と笑い合いましたが、無事
に美味しいアイスができて良い経験になりました。家でも
作ってみたいと思います。

知識と体験で深まる「くるるの杜」の魅力知識と体験で深まる「くるるの杜」の魅力

温かいサポートに感謝！温かいサポートに感謝！

力を合わせて作る、ひんやり絶品アイス！力を合わせて作る、ひんやり絶品アイス！

初めてのブルーベリー収穫に夢中！初めてのブルーベリー収穫に夢中！
　私自身も人生初のブ
ルーベリー収穫体験。参
加者の多くも初めての経
験だったようです。収穫
前には、美味しいブルー

ベリーの見分け方や、新鮮な状態を保つためのコツなどを
丁寧に教えていただきました。子どもたちはもちろんのこ
と、大人たちも真剣な表情で話に耳を傾けていました。お
かげで、みんなが簡単に、そして楽しく美味しいブルーベ
リーを収穫することができました。つやつやと輝く大粒の
ブルーベリーを見つけるたびに、歓声が上がっていました。

クレンくるるの杜」がどのような場所なのか、ブルーベリー
とはどんな果物なのか、アイスクリームはどのように作ら
れるのか、といった座学も充実していました。
　「ホクレンくるるの杜」では、今回体験したブルーベリー
以外にも、ハスカップやじゃがいも、ピーマンなど、多種
多様な野菜や果物を育てており、それぞれの収穫や調理
体験も頻繁に行われていると知り、ぜひまた訪れてみたい
と強く思いました。

　今回のメインイベン
トはブルーベリーの収ブルーベリーの収
穫とアイスクリーム作穫とアイスクリーム作
りり。しかし、単に体験
をするだけでなく、「ホ

「「 夏 夏のの恵み、親子恵み、親子でで挑戦！挑戦！ブルーベリーブルーベリーをを収穫収穫してして

　　アイスクリームアイスクリーム作り体験   くるる作り体験   くるるのの杜」杜」in

という声が続出し、
あっという間になく
なってしまいました。
自分たちで収穫し、
作ったアイスクリー
ムは、格別の味がし
たことでしょう。

ポートしてくださったおかげで、スムーズに、そして安心
して活動に取り組むことができました。
　さらに、嬉しいサプライズとして、最後にししとうの収
穫体験までプレゼントしていただきました。思いがけない

　今回の体験を通して、「ホク
レンくるるの杜」のスタッフ
の方々には大変お世話になり
ました。終始、参加者一人ひ
とりに優しく丁寧に接し、サ

お土産に、子ども、お母さんたちも大喜びでした。
　「ホクレンくるるの杜」での一日を通して、自然の恵み
を感じ、食の大切さを学ぶことができました。夏の暑さを
吹き飛ばすような、笑顔と感動に満ちた素晴らしい体験を
本当にありがとうございました。

　収穫したばかりのフ
レッシュなブルーベリー
を使って、いよいよアイアイ
スクリーム作りスクリーム作りです。材
料を混ぜ合わせ、専用の
容器に入れたら、ひたす
らシェイク（休まず10分
間）！最後の仕上げには、
タオルを使って容器を回すという「大仕事」がありました
が、皆さん、疲れも見せずに楽しそうに作業していました。
　そうして出来上がったアイスクリームは、ひんやりとろ
ける口どけで、ブルーベリーの甘酸っぱさが口いっぱいに
広がり、まさに絶品！子どもたちからは「おかわりしたい！」

活動報告

　第３弾体験格差の解消企画は「ホクレンくるるの杜」を
訪れました。前日までの不安定な天気が嘘のように、当
日は抜けるような青空が広がる絶好のイベント日和。30
度を超える真夏日でしたが、参加者全員が熱中症に気を
つけながら、夏の味覚を存分に楽しむ一日となりました。


